
 

 

韓国の英才教育の変遷 

 
１９６９年 中学校の平準化 
１９７３年 高等学校の平準化 
１９８３年 科学高等学校の設立  
１９９６年 韓国教育開発院（KEDI）に英才教育研究 

チームの発足 
１９９８年 韓国科学財団（KOSEF）の支援で大学付設

科学英才教育センターノ運営の始め 
２０００年 １月２８日 英才教育振興法の制定 
２００２年 ４月１８日 英才教育振興法施行令の公布 

大学の科学英才教育センターを科学
英才教育院で改称 

２００３年 ３月 釜山科学高等学校を英才学校で転換、
第１期入学式を挙行 

２００３年 ６月 韓国教育開発院に英才教育研究院の
設立 

⇒英才教育に対する国民の関心が拡大しでいるし、
英才教育は活性化される趨勢である。 
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現在の数学・科学分野の運営状況 

 
英才示範学校の英才学級   大学の科学英才教育院 

市道教育庁の科学英才教育院 
 
  釜山科学高等学校の英才学校  
他の市・道の科学高等学校 

 
韓国科学技術院（ＫＡＩＳＴ）～ 学部+大学院 
光州科学技術院（Ｋ－ＪＩＳＴ）～ 大学院 

 
高等科学院（ＫＩＡＳ）～ 研究所 

 
このシステムを作った理由は青少年の自然系の回避現
状を解決するための誘因策だと思います。 
根本的には科学技術者を尊敬する社会的な条件を造成
し、科学技術者らに対する雇用創出と職業の安定性を引き
上げて、体系的な待遇改善のための方案であると思います。 
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Sheffield：数学英才性を定義する時には数学的創意性
がこの核心であると主張。 

 
 
数学学習者を次のように分類する 
① 数学文盲者（Illiterate） 
② 盲目的計算者（Doer） 
③ 生きている計算者（Computer） 
④ 数学活用者（Customers） 
⑤ 問題解決者（Problem Solver） 
⑥ 問題発見者（Problem Poser） 
⑦ 創造者（Creator） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 
①  数学文盲者（Illiterate） 
  
② 盲目的計算者（Doer） 
数学的な概念に対する理解はないですが、簡単な計算が出来る人 

 
③ 生きている計算者（Computer） 
算数の計算を間違わないし、試験の時高い点数を取る人 

 

④ 数学活用者（Customers） 
数学的概念を日常生活における問題解決で活用できる能力を持っ

ている人 

 
⑤ 問題解決者（Problem Solver） 
答えも出せ、ある原則を適用するのが曖昧な状況でも、問題を解決

できる人 

 
⑥ 問題発見者（Problem Poser） 
問題を出題できるし、定義と確認ができ、与えられた状況で重要な

側面気付き、質問できる人 

 
⑦ 創造者（Creator） 
新しい数学を創造するために、自分がしていることについて、疑問

を持ったり、新しい問題を発見するための努力をしたりができる人。



 

 

また、その疑問に答えるための数学を発見又は発明できる人。 


